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「三田学会誌」83巻3号 （1990年10月）

工業化の商品属性ァブローチ

紘和梨高

はじめに

■内市場の二重性 

商品市場における潜在的需給 

商品属性アプローチと「新商品」 

発展途上国市場への適用 

商品属性アプローチの問題点 

おわりに

1 . は じ め に

1990年代に入った今日においても未だ経済の発展の方向が定まらず，停滞を続けている諸国があ 

る。それら諸国の工業部門では近代的大規模工業部門が低迷を続ける一方で，伝統的零細•中小規 

模工業は大衆の潜在的需要を満たせぬまま旧態依然たる状況に甘んじている。国全体としての工業 

部門は統合を欠いたまま，生産性の低い状態に押し止められており，少なくとも東アフリカ，南ア 

ジア，中央. 南アメリカに関しては，このような状況は容易に解消するものとは思えない。

筆者は「発展途上国の自給部門の人々も，潜在的に十分な経済合理性を有している」ことを信享 

する者の一人であり，なぜ彼らの経済合理性が農業はもとより工業の発展のために発揮されないの 

力、，またどのような政策を用いればこれを活用することができるのかという課題を追ってきた。そ 

の過程で，r…… 多くの低開発国で交換経済の拡大が多分に遅れを見せている理由は，自給部門の人 

が々不合理な行動に出るからではなく，経済政策によって自給活動のほ力と現金獲得活動の魅力と 

の相対関係が歪められてしまっているからである」というH .ミント教授の見解に共感を覚え，「エ 

業化過程で彼らの経済合理性の発現を妨げているのは，彼らを取り囲む経済環境，とりわけ政府の 

採った近代部門偏重の工業化政策（輸入代替工業化の誤った具体化）である」という考えを抱くように 

なった。したがって，発展途上国の今後の工業化を立案するためには，輸入代替工業化政策が実施 

される以前の状況に立ち戻って，そこで計画を練り直すことが必要であることになる。しかしそう 

した主張を唱えることは，取りも直さず現状における歪んだ工業部門に対して，ここで唱える工業 

化方式がいかにして適用可能かという，より複雑で困難な課題を抱え込むことにもなる。この点は 

別の機会に論ずることにしたい。ところで，輸入代替工業化政策が施行される以前の状態では，消
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費者が購入できる商品には二種類あった。外国からの輸入品と国内の伝統的零細•中小規模工業で 

生産される製品である。両商品の間には，品質と価格の両面で明確な差があるものの，高品質•高 

価格，低品質• 低価格という関係が成立しており，また市場においてはなんら政府による介入がな 

されていなかった。この意味において，両商品間には公正な競争関係が保たれていたことになる。 

第 2 節では，このような国内市場の競争関係が突き崩され二重性がもたらされることになった理由 

を，政府が採った具体的な近代部門優遇政策に求めることによって，そこから抜け出す手立てを探 

りたい。

以上の議論は，「資源配分の歪み」を是正するよう，政策を変更することが重要であることを示 

唆するものであるが， これと並行して今後の工業化の在り方を模索する上では，「何を，誰が，ど 

のように生産し，消費するのか」と言った基本的ビジョンを描くことも必要である。筆者は現在東 

アフリ力で，都市および地方市場で売買されている国産の輕工業製品の種類とその生産主体の実態 

を調査しているが，その過程で従来の工業化計画ではこのような工業化の基本に据えられるべき観 

点が看過されていたのではないか，という惑を深めている。開発計画立案者の念頭から，消費者の 

大半が貧困層であり，彼らが必要としているのは「伝統的軽工業品の改良品とでもいうべき商品」 

であることが忘れ去られていたのではないか。工業部門の育成に着手するに当たって，r s 内工業 

部門の初期状況は白紙状態にある」という誤った認識が前提とされていたのではないか。発展途上 

国には過去何世紀にもわたって伝統的零細• 中小規模工業部門が存在し，経営主の中には，原材料, 

機械の改善等をつねに望んできた者が多い。以上の点を踏まえて，第3 節では貧困な大衆がどのよ 

うな範囲の商品を潜在的に需要しているのか，また設備の改善や原材料の質の向上を望む伝統的零 

細 . 中小規模工業の潜在的供給能力とは具体的にどのようなものか，いくつかの実証研究の結果を 

参考にして，発展途上国商品市場における潜在的需給の実態に接近してみたい。そこに経済発展の 

もう一つの可能性を見出せるものと考える。上述の議論から，本稿では新しい工業化の方向を求め 

る上で，『商品』が戦略的に重視されることが明らかである。ただしここで用いる『商品』は，そ 

れが体化してい る 「商品属性」の面から把握される。このことによって，これまで暖昧な形でしか 

論じられてこなかった『中間商品』に客観的定義を与えることができ，これをここでの議論に取り 

入れることが可能になった。

ところで『中間商品』を軸に据えた従来からの工業化論は理論的考察を欠くものであったことに 

鑑み，第4 節ではここでの議論に理論的根拠を与えると思われるK .J. ランカスターの消費理論お 

よびJ . ジェームス等の理論の概括を行う。これら理論は，商品講入. 消費の合理的バターンを，消 

費者の商品属性消費による効用を表す無差別曲線と予算制約曲線の関係から導くものであるが，そ 

の目的のために両曲線が共に複数商品の「商品属性」の結合状況に依存して決定されると想定して 

いるところに最大の特徴がある。また，これらの理論ではr新商品」導入の影響が無差別曲線群上 

で生じた変化によって比較検討される力:，この点も工業化と言うダイナミックな議論をする上で有 

用であり，その分析方法を援用した。
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第 5 節でま者は，前節の消費理論の枠組みを用いながらも，発展途上国の実情に沿うようこれら 

理論に修正を加え，自らの解釈を施すよう努めた。すなわち既存理論の枠組みに，発展途上国の消 

費者間に見られる所得格差すなわち購買力格差や，商品属性に对する嗜好の違い等を明示的に取り 

入れた。とくに国内生産資源の零細• 中小工業への移転が進展する中で，商品の購入対象領域に見 

られる消費者間の二重性がいかにして減退し，国内市場の統合化が進むのか考察を加えた。そのう 

えで生産面および消費面に生ずる政策変更の影響が，時間経過の中でどのように現れるか，高所得 

層，低所得層それぞれについて検討を加える。ところで商品属性アプローチそれ自体には欠陥があ 

り，とくに発展途上国に応用する際，考慮すべき点がいくつかある。これについては第6 節でニつ 

の側面から論じたい。最終節では以上の議論を踏まえ，ここで論じた新しい工業化を実施する上で. 

発展途上国政府にとっての政策課題は何かを考えてみたい。

2. 国内市場の二重性

求められるべき発展途上国の工業化政策を検討するには，以下の様な現状を認識することが不可

欠であると思われる。すなわち，これらの発展途上国市場には二つの特徴が広く見られる。一つは

所得分配がきわめて不平等であり，一握りの高所得者グループと大多数の貧困者グループの併存状

態が一般的であり，いわゆる中間所得層が育っていないことである。したがって貧困層と言裕層の

間には購買力と商品の属性（品質）に対する嗜好の面で大きなギャップが見られ，市場では同一ニ

一ズを充たすに当たって，貧困な大衆と一握りのま裕者がそれぞれ異なった品質の商品に対して異

なった価格帯で需要を形成している。こうした状況は所得分配の公平化が容易には進まないために

持続するものと思われる。特徴の二つ目は，供給の側にも明確な二重性が認められることである。

いわゆる輸入代替工業化政策の下で育成された近代的大型工場と，伝統的生産方法を採り続ける数

多くの零細な作業場が併存し，同類の商品を製造している。それぞれが生産する商品には，したが

って材質，デザインなどの面で等級に格差があるばかりでなく，単位当たり生産費にも大きな差が

存在する。そのかぎりでは需要面および供絵面の二重性は，相互に対応し合いながらある種のバラ

ンスを保っているかに思われる。こうした二重性について，社会学の分野では，「発展途上国では，

交換経済と自給経済が相互に関わりを持たずに併存している状態が広く観察され，両部門の間では
( 1)

それぞれに全く異なった経済原理が展開している」 と論じられる。たとえば自給部門の人々は，保
( 2 )

守的であると共にまた無知であり，様々な経済誘因に対して反応せず，いわゆる"服られた欲求" 

しか持っていないため，交換経済部門に関心が薄いものと見なす。このように自給部門の人々が交 

換部門の財• サービスを欲しないと考える限りにおいては，そこには経済的不合理性の問題は存在

注 （1) こうした見解は J. H. Boeke, Economics and Economic Policy of Dual Societies, New York, 

1953に典型的に現れている。

( 2 ) 前掲書の中で"limited wants"の概念が使われている。

72 Q556')



しない。自給部門は貨幣所得を得ることを欲しないが故に，貨幣所得によって計測されるいわゆる

「経済発展」を欲しないと言うことである。しかしながら，そうした状況を今日の堯展途上国の中

に見出すことは，ほとんど不可能である。

ミント教授は，このような社会学的二重性の考え方に早い時期から疑問を唱え，次のような見解

を示している。r ……外部世界との接触が増大するに伴い，新商品や新たな生産方法に対する嗜好

や選好が著しく急速に開発されてきている。いったんこうした動きが起きれば，低開発諸国の人々

は自らが持っている嗜好に従って，自らの効用を最大化すると言う正常な行動をとるようになる。
( 3 )

このことを示す誰例を上げることには享欠かない。」と指摘し，社会学的二重性の見解に真っ向か

ら反対する立場を明らかにしている。そして自らの見解として，「……多くの低開発国で交換経済

の拡大が多分に遅れを見せている理由は，自給部門の人々が不合理な行動に出るからではなく，経
( 4 )

済政策によって自給活動と現金稼得活動の魅力の相対関係が歪められてしまっているからである」

と断言する。つまり自給部門の人々も潜在的に十分な経済合理性を有しているのであって，その発 

現を妨げているのは彼らを取り囲む経済環境，とりわけ政府の採った近代部門偏重の工業化政策な

のであると見る。教授は，戦後広く採られた輸入代替工業化政策こそがそのような享態を招いた元
( 5 )

12̂であるとし，自給部門を軽視ないし無視してきたことの具体例を主に次の3 点に求めている。

(1) 国内資金の配分

国内資金はもともと不足状態にある。にもかかわらず近代的大規模工業の保護• 育成のために， 

利子率を低い水準に押さえ込み，それに伴う資金需要の増加は政府の独断で選別された。その場合, 

自給部門は現状において「生産性が低い」と言うだけの理由で資金は回されず，この部門が持つは 

ずの発展の潜在的可能性が無視された。これに加え，低金利政策は結果として国内資金供給を縮小 

させ，自給部門の資金不足を恒常化させた。低金利は国内のインフレシーションと相俟って，国内 

資金を海外へ逃避させたり，宝石 • 土地などの購入に向かわせることになったのである。

(2) 外国為替の配分

慢性的な国際収支の赤字が続く中で, 外国為替の不足も恒常的現象である。したがって，その配分 

についても割当制が採られることにならざるをえないが，ここでも(1)と同様の理由から自給部門が 

軽視された。現状でのこの部門の生産性の低さは，より良質な原材料や簡単な機械を外国から購入し 

たくとも，そのために必要な外国為替の割当が得られないことに起因していることが多いのである。

(3) 公共サービスの配分

電線網，道路網などの普及の程度あるいはそれらの利用値格が，兩部門間で大きな隔を見せてい 

る。農村工業などの発展には電力が欠かせないが，電線網が延びてきていないかあるいは電線が引 

かれていても，電力料金が近代的大規模工業との比較で割高にされていることが多い。この他，運

注 （3 ) H. Myint, Economic Theory and Underdeveloped Countries (Oxford Univ. Press 1971) p. 320 

参照。
(4 )  Ibid.. p .321.

(5 ) Ibid., c h .14.
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輸などのサービスの兩部門への供与の程度にも大きな隔がある。

これら3 側面における歪みを除去し，自給部門の零細.中小規模工業の育成の方向に政策の重点 

が移されることになれば，自給部門はその生産性を伸ぱし，中期的には近代部門と競争できるとい 

うことが示唆される。すなわち上記の政策変更においては，零細•中小規模工業への支援が限られ 

た国内生産要素の再配分を不可欠の前提とするから，必然的に近代的大規模工業からの生産要素の 

引き上げや費用面での優遇措置が除去されることになる。したがって輸入が無い状況の下では，雨 

部門間に競争関係の成立する可能性はいっそう強いものと考えられる。

3 . 商品市場における潜在的需給

以上の議論は結局のところ堯展途上国の工業部門育成は，輸入代替政策が実施される以前の状況 

に立ち戻って，そこから出直すことの必要性を示しているように思われる。そこで暫くの間，言わ 

ぱ工業化の始発時点における発展途上国の市場と生産主体の状況を考察してみよう。

いま輸入代替工業化政策が施行される以前の状態で，消費者が睛入できる商品には二種類あり一

つは外国で生産され輸入された商品であり，他の一つは国内の伝統的零細.中小規模工業で生産さ

れる製品である。両商品の間には品質と価格の面で明確な差があるものの，伝統的零細.中小規模

工業の商品は「品質は劣るがその分価格も安い」という関係が成立しており，また市場においては

なんら政府による介入がなされていなかったと言う意味において，両商品間に公正な競争関係が保

たれていた享実にわれわれはいっそうの注意を払うべきであろう。しかしながら，このような競争

関係は輸入代替工業化政策の下で，輸入品を禁止的高関税によって国内から蹄め出す一方で，国内

の伝統的零細• 中小規模工業を冷遇するということにより突き崩されてしまった。この過程で自給

部門の競争相手として新たに近代的大規模工業が登場することになったが，この部門は政府の過剰

なまでの手厚い保護を受けたためにそれ以降生産性の向上はいっこうに見られず，その製品は輸入

品との比較において，品質が劣るばかりでなく価格も高いという結果をもたらした。したがって本

稿で論ずるように，もし政府の近代部門への保護が手控えられることになれば，この部門の製品は

「品質の割りには価格が高い」という性格をいっそう強め，自給部門製品に対してさえも競争力を

失い，市場から消え去るはずである。にもかかわらず少なからぬ数のその種の商品が未だ発展途上

国の市場から排除されずにいる理由は，第2 節で述べたので繰り返しは避ける。しかしここでは，

保護政策というものが近代的大規模工業の生産性向上をもたらし得なかったという*実をたんに繰

り返し指摘することに止まるのではなく，「輸入代替はむしろ伝統的零細.中小規模工業を近代化

させ，その生産性を向上させる形で実施されるべきではなかったか」というより積極的な見解を
( 7 )

強調したい。伝統的零細• 中小規模工業を中心に据えた工業化の方向は，発展途上国の鞋工業品市

注 （6 ) 拙稿「開発政策における技術と商品」『三田学会雑誌』1979, 4 参照。 

(7 )  H. Myint, op. cit., p. 322.

-- - 74 Csss')---



場をめぐる供給面および需要面での多くの観察事実によって十分支持されるように思われる。すな

わちそれら観察* 実によれば，①近代的大規模工業部門と伝統的零細•中小規模工業部門がそれぞ

れに生産する商品の範囲は，一部の超近代的装置産業による商品は別として，かなりの部分重複し

ていること，②伝統的零細• 中小規模工業で生産性向上意欲が旺盛であること，③それらが将来産

出するであろう商品に対して，低所得者層の需要が潜在的に大きい等々の実態が理解できる。①に
( 8 )

ついては，古賀，その他の学者が，②についてはアフリカ諸国，南アジア諸国，東南アジア諸国の
( 9 )

伝統的中小規模工業を調査したH .W .シンガー教授の報告や，東南アジア全般についてのH .ミソ
(10) (11) (12)

ト教授の報告，イソド村落の企業調査に基づいたP. 0 .マルガヴカルの報告，さらにM. K .ガーグに

よっても指摘されている。このうちシンガー教授は，発展途上国の伝統的小規模工業による技術水

準はしばしば過少評価されており，たとえば60年代のアフリ力諸国では小規模から中規模へと経営
( 13)

を拡大する基盤は十分整っていたと判断していることは興味深い。またミント教授は伝統的小規模

工業が旺盛な企業家精神を示した例として，染料，糸，プラスティックなどの投入財について，古
(14)

い材料から新しい材料に転換する動きが顕著であったことを指摘している。③に関しては，V . ヴ
( 15) (16) (17) ( 18)

ュィォツス，M .サドクリ，W. B . レダウェイ等の調査報告，あるいはI .T .D .G .の調査結果を挙 

げることができる。このI.T .D .G . のインタビュー形式による調査はケニアで行われ，消費財の 

分野として木工家具，皮革製品，繊維製品等が，また資本財の分野では農耕用機具，穀物貯蔵庫， 

手押し車，水車，建築用木工製品，畜舎，養蜂巢箱，漁業用船舶，通信機器に調査の対象が及んで 

いる。木工のうち家具については，現状では2000件以上の伝統的零細• 中小規模工場があり，これ 

らの産出する木製品に対して消費者の間では，品質，デザイン面での改善が強く望まれていること

注 （8 ) この点に関する実HE的研究は，古くは Masanori Kog£i, "Traditional and Modern Industries in 

India," The Developing Economies, September 1963があり最近では中間技術論，中間商品論の中 

で多くの実証研究が镇み重ねられてきている。文末の参考文献を参照されたい。

(,9 ) H. W. Singer, "SmalしScale Industry in African Economic Development/ Economic Develop- 

meyit for Africa South of Sahara, ed. E. A. G. Robinson (Macmillan, 1967), p. 643.

(10) H. Myint, op. cit., p. 322.

(11) P. D. Malgavkar, "The Role of Techno-Entrepreneurs in the Adoption of New Technology" 

Appropriate Technology~Problems and Promises一，OECD, 1976, pp.180-205.

(12) M. K. Garg, "The Upgrading of Traditional Technologies in India: Whiteware Manufacturing 

and the Development of Home Living Technology" Appropriate Technology~Problems and 

Promises一，OECD, 1976, pp .171-188.

(13) H. W. Singer, "Small-Scale Industry in African Economic Development," Economic Development 

for Africa South of Sahara, ed. E. A. G. Robinson (Macmillan 1967), p. 647.

(14) H. Myint, op. cit., p. 322.

(15) C.V.Vaitsos, "Employment Effects of Foreign Direct Investment in Development Countries" 

Employment in Developing Nations, ed, E. O. Edwards (Columbia Univ. Press 1974).

(16) M, Sadli, "Application of Technology and its Employment Effects: The Experience in 

Indonesia" Employment in Developing Nations, ed. E. O. Edwards (Columbia Univ. Press 1974).

(17) W. B. Reddaway, The Development of the Indian Economy (Irwin, Homewood, 1962),

(18) Intermediate Technology Development Group (ITDG), Report on the development of Cottage 

Industries Based on Sisal, Wood and Metal Working and Leather in Kenya (London 1959).
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が分かる。I .T .D .G .専門家は，こうした商品の改善は現段階で国内に普及している木工技術を活
( 19)

用することで十分可能となると半«断している。さらにドア， ドア枠，窓枠等建築用木工製品につい

ても製品規格が整備されれば，それに伴って品質の向上と価格の低下が実現できる見通しで，潜在

需要も十分に見込まれると見ている。皮革製品では複雑な化学処理工程を必要としない幼獣の植物

なめし皮やクロム塩によるなめし皮に対する潜在需要が，さらに繊維製品ではケニア独自のデザイ

ンによるスクリーン•プリント布地やサュザル麻布に対する潜在需要が十分あることが確認されて 
(20)

いる。 V .ヴ ィツォスの調査では簡易な住宅を建設するためのレンガや木枠，基礎食品，簡易輸 
(21)

送手段の分野に，またM .サドタリは繊維製品，飲料，加工食品の分野で改良製品の出現が望まれ
(22)

ていることを示している。

このように供給面，需要面の双方で改良型商品の出現する経済的環境は潜在性には整っているは 

ずである。にもかかわらず，すでに述べたように伝統的零細. 中小規模工業部門は依然として資金, 

外国為替，公共便益等へ接近しにくい状況の下に置かれているため，東アフリカ，南アジア，中南 

米の現状では，新商品の持続的な出現を望むことは難しい。しかしながら最近では失業者の増大，

消費財の不足，外貨不足等の窺状に晒されて，これら発展途上国政府にもこれまでの大規模近代エ
(23)

業偏重の工業化政策に疑問を抱く動きが出てきている。しかし，現段階ではこの動きも，工業部門 

の総合的発展構想の一部を担うまでには育っていない。

4 . 商品属性アプローチと「新製品」

発展途上国の現状を踏まえた前節の議論の内容は，理論的にどのように把握しうるであろう力、。

ここでは消費者の行動について独自の分析枠組みを示したK. J . ランカスター（Kelvin J. Lancaster)
(24)

の消費理論を援用したい。

新商品が市場に現れ，それによって消費者が享受することになる追加的便益の程度は，通常消費 

者の効用水準を表す無差別曲線との関連で把握される。具体的には新商品導入の前後で無差別曲線 

群上で生じた変化を比較することで効用水準の変化を比較検討するのだが，そのためには新商品の 

現れる前後で無差別曲線群の位置と形状を決定している軸に変化があってはならない。この点従来 

の消費者行動の理論では，消費者の無差別曲線群が，商品それ自体の結合状態に依存して決まるた 

め，新商品の出現は取りも直さず軸そのものが変化することを意味し，消費者の享受する便益の程

注 (19) Ibid., p. 26.

(20) Ibid., p. 29.

( 2 1 ) C. V. Vaitsos, op. cit., p. 343.

(22) M. Sadli, op. cit, p. 367.

( 2 3 ) こうした動きの中でタンザニア，ザンビア等のSmall Industry Development Organizationを中 

心とした中小規模工業育成策は興をある試みである。

(24) K. Lancaster, "A New Approach to Consumer Theory" Journal of Political Economy, vol. 

Ixxiv (April 1966).
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度を軸を異にする従前の無差別曲線と比較し検討することは出来ないという短所をもっていた。こ

れに対しランカスター流の理論では，消費別曲線群の無差別曲線群は商品それ自体からは切り離さ

れ，商品が体化している「商品属性」の結合に依存して決まると想定することによって，新商品導

入前後の比較を可能にしている。ここで考えられている商品属性のメニューは，新商品をも含めて
(25)

同一ニーズを充たす商品の全てが体化している属性を網羅しているものとされる。したがって商品

間の違いは，もっぱらそれぞれの商品が体化している諸属性の結合i t率の違いに求められるのであ

る。ここで，r商品属性の全てが考慮されている」という想定はきわめて重要である。なぜなら新

商品が，それが出現する以前には存在しなかった従来と全く異質の商品属性を備えていることにな

れぱ，その新属性が付加されることによって無差別曲線群自体の形状が変化してしまうからであり，

そのことは取りも直さずランカスター流アプローチの長所を損なってしまうことになるからである。

本節ではまずランカスター• モデルそのものの概要を示そう。モデルでは，消費の目的は単独な

いし複数の組み合わせで商品を購入• 消費することによって，そこに休化されている商品属性を最

大限獲得するところにある。換言■すれぱ，このモデルでは商品は投入財であり，これを単独ないし

組み合わせて投入することにより，産出物である効用を最大化させるメ力ニズムを説明するもので 
(26)  (27)

ある。モデル構成の前提は，次の2点に集約される。

①消費者に直接的に効用を与えるのは商品そのものではなく，それが体化している商品属性で 

ある。

②すべての商品属性は，程度の差はあるものの，すべての商品によって共有されている。また 

すべての商品属性はすべての消費者に同様に評価されうる客観的性格を有する。

このモデルを，図一1 によって示してみよう。図では二つの商品; ? ドと，それぞれが共通に体

化している二つの商品属性G, C 2 ,さらに予算額が同一で商品属性嗜好の異なる二人の消費者//;

からなる場合を表している。すでに述べたようにこの図の特徴は，従来の消費者行動の分析では

グラフの軸は財• 商品から成る平面上で表されているのに対し，両軸とも商品属性から成っている

ことであり，前提②で見たようにこれら商品属性Cu C2 は客観的に計測可能であるということで

ある。各商品はそれぞれが体化している属性の構成比率に対]̂ ；して雨軸と特定の角度を保つぺクト

ルで表され，購入される量は原点からの距離で測られる。また予算制約条件の下で，商品購入•消

費から最大可能な便益を与える商品属性の一連の組み合わせを示す点の軌跡はJ. ランカスターに
(28)

よってr効率フロンティア」と呼ばれる。このように名付けられるのは，与えられた予算内で，フ 

ロンティア上ではフロンティア内のいかなる点におけるよりも多くの商品属性Cu G を獲得でき 

るからである。

注 （25) 「石驗」を享例にとれぱ，その属性としては，油性汚れ洗净力，泥汚れ洗净力，泡立ち，形状維持 

力，漂白力，繊維保護力，肌保護力，香り，色合い，包装状況などがあげられる。

(26) K. Lancaster, op. cit.’ p. 133.

(27) Ibid.. p. 134.

(28) Ibid., p. 133.
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図一1

Y

消費者はまず自己の効用最大化の行動に先立って，市場に存在する複数商品の内，与えられた予

算の範囲内でどの商品をどれだけ量購入すれば最大限の商品属性を得られるか推測しなければなら

ない。図ではすべての予算が商品X 購入のために支出された場合，ズの最大購入量が0 A で示され,

同様にしてF についてはO f iが決まり， が r効率フロンティア」 となる。フロンティアは商品

価格が不変であれば，二人の消費者に共通な予算が増加することによって，形状は不変のまま外側

のたとえばゲへと移行する。

つぎに，消費者は自己の効用最大化を実現させる行動に出る。そのためには消費者 L それぞ

れの無差別曲線が与えられなければならない。無差別曲線の形状と位置は，消費者それぞれの商品

属性 G , G に対する嗜好の強さの程度によって決まるが，図ではがはG に，L it  G にいっそ

う強い嗜好を持つことが示されている。これら無差別曲線とすでに予見されている「効率フロンテ

ィア」との接点が，最良の点となる。再び図に戻ると，消費者が， L それぞれの無差別曲線は/れ

1\ でまされている。 これら無差別曲線とr効率フロンティアJ との接点てれ，ア1が最良の

組み合わせであり，消費者ぜ は T れで G を 0M , C lを O L だけ享受することになる。ランカスタ
(29)

一のH う r消費技術」とは，消費者がこのような点で首尾よく消費を実現し得るか否かに関する能 

力を意味する。

以上がランカスター• モデルの概要であるが，ここでの問題意識との関係でいっそう興味あるの

は，J . ジ — ムスがこのモデルを用いて既存市場に新商品が登場した場合の影響を検討している部
(30)

分である。そこで次にJ . ジェームスの理論に沿って，はじめに「新商品」一般についてその位置 

づけと消費者への影響を検討したい。しかる後にr新商品」の内，商品属性G , C 2からなる平面

注 （29) Ibid., p. 137.

レ':iりジ J. James, fechnology, Products and Income Distribution: The Soap Market in Barbados/* 

Appropriate Products, Employment and Technology: Case-Studies on Consumer Choice and Basic 

Needs in Developing Countries, ed. W. V. Ginneken & Christopher Baron, (Macmillan Press 

London, 1884), pp. 173-176.
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図一2

Cl

上で，既存商品X, r の中間に位置づけられるものについてとくに焦点を合わせ，消費者が，L に 

どのような影響をもたらすかを検討したい。

はじめに市場に現れた新商品をZ i ,Z 2, Z 3 とし，それぞれが体化している商品属性比率に応じて， 

図一2 , 図一3の中に位置づけよう。既存の2商品X , ：r を基準にすると新商品が，①既存の2商品 

X , F のいずれかに重複する場合，②それらの外側に位置する場合，③それらの中間に位置する場 

合の三通りが考えられる。本稿では，この③に当てはまる新商品を『中間商品』と呼ぶことにする。

新商品の体化している商品属性構成比率が既存商品と同一である①では，それが市場に参入でき 

たという事実は，その単位価格が既存商品に比していっそう廉価であることを意味しているのであ 

り，同時にそれに対応する既存商品をすでに代替していると考えられる。したがって消費者への影 

響は，新商品の価格がいっそう安いことによるフロンティアの外側へのシフトによっていっそう上 

位の無差別曲線上での消費が可能になることである。しかし現実にはこのようなま^態が生ずること 

は希であろう。

②の場合は，新 商 品 が F 双方の外側に対称的に現れる場合であり，図一2 ではZu Z iがこ 

れに対応している。Z iはZ よりC2属性を相対的に多く含む新商品で，図一2 ではその最大可能購 

入量がで示される。つまりその価格競争力の強さの結果，既存商品Z を完全に代替してしま 

う状況が描かれている。したがってr効率フロンティア」は A 'B となり原点から見て外側に移行 

する。この変化に対応して消費者ぜ， それぞれの無差別曲線との新たな接点には非対称的変化が 

生ずる。すなわち消費者がは新商品Z iの登場により，その効用水準を/oなから7iなに大幅に上昇さ 

せることができるのに対し，消費者L はその効用をほとんど増加させることができない。つぎにZi 

とは対称的にF よりG を相対的に多く含む新商品をZ iとすれば，Z iの出現によって生ずる影響 

は Z iにより生じた影響とまったくの対称をなし，商品属性Q にいっそう大きな効用を得る消費 

者ムが一方的にその効用水準を上昇させる。
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図 一 3

V

最後に③は，本稿の主要な関心享である『中間商品』が新たに出現する場合に対応する。結論を

先取りして言えば，新商品のベクトルの中間に位置づけられる場合には，両消費者の効用水準が共
(31)

に向上する可能性があるということである。 この点をJ . ジェームスの議論に従って解釈しよう。 

いま，商品属性の観点から眺めてX とy の中間，換言すれば属性比率Q / G の値がX , r の属性 

比率の中間値を採る商品（『中間商品』）を Z 3で表すことにしこれを図一3 中 に と F の間に入る 

ように描こう。

図ではZ 3 の単位当たり値格は既存の2 商品に比べ相対的に安価である場合が示されている。新 

たな「効率フロンティア」はしたがっ て に な る 。た だ し i?点は原点から測ったその最大可 

能購入量をましている。図一3から明らかなように，Z 3が市場に現われたことにより，消費者は 

Toれ か ら へ , 他方消費者Z J t  T V から7 V へと組み合わせを変更させ，上位の無差別曲線に 

双方の消費者とも同時に移行できる。『中間商品』を中心に据えた工業化政策は，このような変イ匕 

を発展途上国において引き起こすことを狙っているものであり，次節では発展途上国の実状により 

いっそう近いところで考察を進めるために，既存モデルに若干の修正を施してみたい。

5. 発展途上国市場への適用

以上で見たように，新商品が消費者の効用水準へもたらす影響は，J . ランカスターおよびJ. ジ

ェームス等の用いた図によって解釈されるが，彼らが消費者について設けていた想定は，発展途上

国の消費者にそのまま当てはまるものではない。すなわち彼らのモデルでは，
(32)

( 1 ) 消費者間に所得レベルの違いはなく，属性嗜好のみ異なる。

注 （31) Ibid., p. 175.

〔32) K. Lancaster, op. cit., p .145 and J. James, op. cit" p. 169.
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( 2 ) 所得レペルは異なるが，両消費者の商品属性に対する嗜好は同一である。

と想定しているが，発展途上国の実態はそれとは大きく異なる。すなわち消費者間には著しい所得 

レペルの違いがあるぱかりでなく，商品属性に対する嗜好にもまた大きな相違が認められるのであ 

る。そこで筆者はすでに用いてきたJ . ランカスターや J .ジュ一ムスの分析梓組みに若干の修正を 

加え，そのうえで発展途上国における『中間商品』開晃の影響に独自の解釈を与えたい。

本稿で想定している発展途上国の初期状況の特徴と仮定とを改めて記せば，

( 1 ) 消費者間の予算規模の格差は所得配分の不平等を反映して著しい。予算規模は一定とする。

( 2 )高所得は奢侈的商品属性G をより強く嗜好し，他方低所得者は機能的（伝統的）商品属性 

G を嗜好する。 この状況も不変であり，雨者の無差別曲線の形状と位置も変わらない。

( 3 ) 既存の奢侈的商品; ^ と機能的（伝統的）商品F の価格水準には大きな格差がある。ただし， 

政府の政策変更により商品X の価格は上昇する一方，商品F の価格は長期的に安定している。

( 4 ) 市場には当初，品質と価格の面で，奢係的商品と機能的（伝統的）商品の中間に位置する商 

品は無いが，その後そうした商品（いわゆる『中間商品』）が開発され市場に現われ，その価格 

はその後生産効率の上昇とともに低下を続ける。

( 5 ) 類似の機能を果たす商品の輸入は当初および将来にわたって無い。

これらの特徴と仮定が重なり合って，消費者の商品購入パターンが決定されているものとする。 

とくに(2)に関連して，高所得者層は，商品価格の点では既存の奢侈的商品ばかりでなく，機能的商 

品（伝統的商品）をも購入することが理論的にはできるが，それら商品は属性の面で満足のいくもの 

でないという理由で，購入の対象から外す。これに対して，低所得者層は予算制約が厳しいが故に， 

既存の機能的商品より奢侈的属性をより多く含んだ商品を欲しているとしても，その単位価格が既 

存品より高価であるため，それを購入の対象から外さざるをえない状況にあると解釈する。図一4 

では高所得者と低所得者はそれぞれ破線で示した潜在的r効率フロンティア」Ao5o’，A 'oB oを持 

つが，上述の理由によりそれらは実質的意味は持たない0 O y はO F に対して高価である力：，高所 

得者は0 X のみを0 ^ 0 量，低所得者は01 "のみを0ル量消費し続けているのである。換言すれば， 

現状における消費バターンの決定要因としては，高所得者については商品属性が，また低所得者に 

ついては商品価格がより重要なのである。このことは両者の消費バターンを変化させ商品市場の統 

合を図るには，所得配分を直接的に変えるか，あるいは価格の相対的水準を変化させることによっ 

て間接的に相対実質所得の水準を変えることが重要であることを示唆している。ただし本稿では現 

状における所得格差は政策によっては容易に変えることができないと想定しているので，政府ので 

きることは生産要素の部門間配分を改めることに限られる。そのことによって間接的に所得配分の 

公平化と商品市場の統合化が促進されることになる。つまり生産要素の再配分を行うことにより生 

産コストの変化を引き起こし，奢侈的商品と機能的商品の相対価格を前者が高く後者が安くなると

(33)

注 （33) J. James, op. cit', p. 127.
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図一4

F

いう方向で変化させる。その結果，両者間の実質所得の格差を縮小させ，需要面および供給面のニ 

重性を弱めるというのがそのシナリオである。

以下では，まず商品市場統合のプロセスを商品属性アプローチでどのように解釈しうるか示した 

後，統合化と同時並行して市場に現れている「新商品」の影響を，（イ)高所得者と低所得者の商品購 

入範囲がいまだ共通部分を持たない初期段階，（ロ) 部分的にも統合が実現した市場に「新商品」が 

『中間商品』として出現した段階，の二つに分けて検討し，今後の工業化のあるべき方向について 

何らかの示唆を得たい。

商品市場の統合化

はじめに，商品市場の統合化をここではr高所得者と低所得者の商品購入領域が重複して行く過 

程」と解したい。このことを図示するために，図一4 において，商品属性構成比率を表すO Sとい 

うベクトルを導入する。ここでoSftは高所得者が，r もし市場に存在しているとすれば購入の対象 

とするであろう商品の内で，CVC l値がもっとも小さいもの（機能化限界)」を，またO S iは低所 

得者がr もし市場に存在しているとすれば購入の対象とするであろう商品の内で，G / G 値がもっ 

とも大きいもの（奢侈化限界)」をますものとする。商品市場統合化への動きは，ぺクトル0みにつ 

いてはO X を基準に時計方向へ，ベクトルo s iについてはo y を基準にそれと反対方向へ回転し 

両所得層の商品購入領域が次第に重複して行く変化として表現される。言うまでもなく当初の段階 

ではGOSfc, C lO S iは共通部分を持たず両者の消費ゾーンは命離したままになっている力’、，その後 

はX 商品の価格がいっそう上昇するに伴ってG O S ftとC lO S iは回転を続け，その結果商品購入領 

域の共通部分 O S iが形成される。ここではこのような現象を市場の統合化の一形態と解釈する。

O S をこのように回転させる力は何か。O S hと O S iには，異なった力が働くように思われる。 

OSftについては，高所得者は彼らが所得分配面できわめて有利な立場に置かれているかぎり，現状 

の 消費バタ ー ン の 変更を望む理由は希薄である。しかし初期条件としてZ を生産する近代的大規模
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工業とF を生産する中小規模工業の間で，資本，外国為替，社会的使益をめぐって厳しい競合関係 

があることを想起すれば，政府がそれまでの近代的大規模工業優遇政策を漸次撤回し，これに取っ 

て替わって近代的中小規模工業を與こす政策に転換する ことにより，商品:^の生産コ ス トは次第-に 

上昇することになる。これに加え規模の経済が効かなくなるため，単位価格の上昇が避けられなく 

なる。この方向での政府のエ業化政策がさらに浸透するにつれ商品：̂の価格がいっそう上昇するこ 

とになれば，高所得者層には従前の効用水準を保つためにはr奢侈的属性G は相対的に減少する 

力;，単位価格はより廉価なJ 商品の出現を期待することになる。このような消費者がの商品選択に 

おける行動の変化は，必ずしも単純ではないが，図一4 では，OSftが 0 X から乖離して行く動き 

として暫定的に解釈しておきたい。

消費者の判断によって，ある!̂ 、は消費者が充たそうとしているニーズがどのような種類のもので 

あるかによっても，商品代替の価格変化に対する感応度に大小の格差があるはずであり，したがっ 

て商品の購入対象の拡大過程は必ずしも漸進的ではない。たとえぱ，そのニーズが生活に欠かせな 

いものである場合，そしてまた消費者が新商品の商品属性構成比が当初においてo y のそれに近 

いと予測すれば，O S hは CIATの価格上昇直後からいきなりO F 方向へ大きく位置を変えることも 

考えられ，その極端な例としてoS ftが o r 近傍にいっきに変化する場合が考えられよう。これと 

は別に，新商品がつぎつぎに登場するような状況になれぱ，OShは新商品の奢侈化とともに，再び 

0 X の方向に逆回転を始めることも考えられる。しかしここでは議論の単純化のために，新商品が 

出現する以前の段階では，0 X の価格上昇が漸進的に生ずるものとし，こ れ に 对 し て け な  

わち消費者がの商品属性機能化限界値）も漸進的にから離れて行くものと想定している。

いずれにしても，扇型XOSftに入る新商品のうち，その最大可能購入量が0 から見て無差別曲 

線 / 0 ^以遠の領域に入るすべての商品については，高所得者がは従前の効用水準を保持ないし向 

上させ得るので問題なく購入対象とするが，政策変更の当初においては，そのようなことは望めな 

い。現実的には，消費者がの特定時点における効用水準（無差別曲線/。h より下位の無差別曲線上での 

消費）を改善する新商品すべてが購入対象とされ，それらは機能化限界を示すぺクトルOSftの近傍 

から順次市場に出現するものと考えるのが適当であろう。

これに対しOSけこついては，別の観点から説明することが必要である。第3 節で見たように，低 

所得者は商品F に若干の改良を加えた程度の新商品に対して潜在的需要を持っている。この状況 

は第3 節で示したように，零細 • 中小規模工業へと生産資源を移転させるとg う政策変更が実施さ 

れる以前の段階で観察されたま:実であり，その意味で05!は消費者の潜在需要の内で奢侈化限界 

を示すものであるが，新商品Z 3 が開発され，さらにその生産が効率性を生じるまでの間は，その 

服界は自らの厳しい予算制約によって規定される。図一4 によれぱ，消費者が従前からの効用水 

準を維持ないしそれ以上の水準に高めるためには，01^の単位価格が固定しているという想定の下 

では，新商品の最大可能購入量が，無差別曲線/ ( / に o y 上の点S oで接する接線Bo L o を越え 

ることが必要である。したがって，政府の資源移転が進展するなかでr より奢侈的な新商品がどの
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程度低価格で供給されるかの消費者i：の見通しで，O S iの動きは左右される。

以上の説明では，消費者の無差別曲線の位置と形状，さらに所得分配の状況，商品r の単位価格, 

商品义の価格上昇と新商品Z 3 の価格低下の速度，これらすべてを一定と想定し，その下での一応 

の解釈を与えたことになる。高所得者どは商品X の価格上昇の圧力を受けつつ，また低所得者ムは 

新商品Z 3 がより廉価で供給されるにともなって，両者の商品購入対象領域に重複する部分が次第 

に拡大して行く様子を描いた。この変化を「市場の統合化」に対する一つの解釈としたい。

新商品の影響

つぎに，以上で見た市場の二重性ないし統合の状況の変化の下で，市場に新商品Z 3が出現した 

場合の高所得者どと低所得者ムの効用水準に対する影響を整理してみよう。図一5 は と い  

う商品購入の共通対象領域が形成されている(ロ)段階に対応するものであるが，（イ)段階の低所得者に 

関する説明にも一部用いることにする。

(イ） 未だ高所得者どと低所得者L には共通の購入対象領域が形成されるに至っていな、政策施行 

の初期段階；

政府の零細• 中小規模工業育成策の結果，新商品がSi 0 Y 内に出現したとしよう。高所得者が 

はそのことに何の影響を受けることなく，商品X の単位価格が一方的に上昇する中でその効用水榮 

が低下を続ける。この過程はOSftが新商品を購入対象に繰り入れ，その時点における商品と新 

.商品Z 3の単位価格が以下の(ロ)で示す特定の条件を充たすまで持続する。

他方，低所得者L への影響は，つぎのように考えられる。この新商品Z 3がその後生産性の上昇 

とともに価格を低下させ，その結果低所得者L の最大可能購入量が，/ ( /への接線B oム）のム)を 

越えるに及んで，低所得者Z J t効用水準を改善させることが可能になる。その後，最大可能購入量

図一5

Y
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が L。とL iの間にある間はドとZ 3 の結合消費により，さらにム以上ではZ 3のみを消費するこ 

とで，その効用水準をさらに引き上げることになる。このように，兩消費者が共通の購入対象領域 

を持たないこの段階では，高所得者どが効用低下過程に甘んじざるを得ないのに対し，低所得者ム 

は時間経過の下で，新商品Z 3 を消費することによって効用水準を上昇させる可能性を得るという， 

両消費者にとっては非対称的影響の生ずることが示される。

(ロ） すでに政府の上述の政策が浸透し，高所得者i / と低所得者ムには，共通の商品購入対象領域 

が形成されている段階；

この共通領域に新商品ス3 が図一5 のように出現したものとしよう。高所得者がは新商品Z 3の 

出現からどのような影響を受けることになるのであろうか。現実には商品と新商品Z3の価格が 

逆向きに変化を遂げつつある状況の中で，新商品Z 3 の影響を考察しなけれぱならないが，論旨を 

明瞭にするため，新商品Z 3が購入対象領域内に存在している状況の下で，特定時点における新商 

品,Z 3 の消費者ぜによる最大可能購入量が与えられたものとし，そのレペルを基準にして同時点で 

の消費者ぜによる商品: の最大可能購入量のレペルとを対比させながら，その時点以降における新 

商品Z 3 の影響を整理したい。図一5 では新商品は0 Z 3で表され，特定時点におけるその価格が 

与えられることによって，同時点での最大可能購入量が示されている。はじめにが1 の特殊 

なケースとしてそれが0Z3上で高所得者がの無差別曲線/0^と交わる点，すなわちが2を越える位 

置にあるものとする。新商品Z 3 の最大可能購入量が0 H 2以上の量であれぱ，高所得者がはその 

時点以降自らの効用水準を従前以上にすることができる。このような享態が，もっとも単純な事例 

である。つぎに，より一般的事例として新商品Z 3の最大可能購入量が未だO H i未満であるOHi 

に与えられたものとし，その時点におけるX の価格がどのような水準にあるかによって，その時点 

以降，購入可能最大量がX については減少し，Z3については増大する下で効用水準がどのような 

影響を受けるものか考察してみたい。そのことを図一5 によって示すため， 上にA i ,A 2のニ 

点を設ける。消費者の無差別曲線の内，これにH iから引いた接線がちょうど0 ：̂上で接点を持 

つ無差別曲線を/1なとし，その接点をパ1 とする。また無差別曲線の内でその接線の接点が，ちょ 

うど0Z3上のだ1 となるものを無差別曲線/2なとし，その接線と0ズの交点を^ 2 とする。が1 が 

与えられた時点で，①高所得者ぜにとって:^の最大可能購入量が0 ^ 0 と0 ^ 1 の間にある場合は, 

それ以降で当初効用水準は下がり続け，その後X と Z 3 の結合消費に移行することにより，その時 

点での効用水準を保持ないし若干改善することが可能になり， これに続いてZ 3のみ消費すること 

で，Z3の価格が低下するにしたがって効用水準を次第に回復させて行くという過程が展開する。②

の最大可能購入量が0 ^ 1 とa 4 2 の中間にある場合は，まず；̂ とZ3の結合消費がなされ，し 

かる後にZ 3 のみ消費がなされ，それに対応して効用水準の改善がなされる。③X の最大可能購入 

量が 0 ^ 2 以下の場合は，はじめからZ 3 のみ消費することで，それ以降における効用水準を直ち 

に改善する過程か開始する。

一方低所得者にとっては，低所得者ムの最大可能購入量が/(/への接線Bo L oと0Z3の交点
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L oと原点0 を結ぶ0ム) を越えているのであれば，（イ)で示したと同様の好ましい影響が生じるが， 

そこに至るまでの所要時間は高所得者/^"に比べはるかに長くかかる。そのことを図一5 で確かめろ 

ために，高所得者H'が従前の効用水準を新商品Z 3によって回復する点が2 に対応させ，その時点 

における低所得者丄の新商品Z3の最大可能購入量を0ムとしよう。ムは図一 4 で与えられたA'l 

とA '2を用い，A ' lを通ってんH 2に平行な直線が0ム と交わる点であり，それは取りも直さず 

同時点における高所得者i / の最大可能購入量に対する低所得者丄のそれであり，両者の予算規模の 

格差を反映させている。すなわち，低所得者ムが新商品Z 3 による効用水準の改善を到底実現出来 

ない状況に止まっている時点において，高所得者がはすでに政府の工業化政策実施以前の効用水準 

を回復できるのである。

以上の考察から，中間商品としての新商品Z 3が開発され，市場に供給されることにより，低所 

得者ムのみが利益を排他的に享受するのではなく，高所得者がも新商品Z 3を購入対象に繰り入れ 

ることによって，低所得者i : よりもいっそう大幅な利益を，不平等な所得分配の下ではいち早く享 

受する可能性が示された。そしてそのような影響の現れ方は，基本的には政府がどれほど徹底した 

工業部門間の資源移転を実施するかに抜かっているが，それと同時に高所得者がが自らの効用を充 

たすための手段として，従来の商品に替えて新商品をどの程度柔軟に受け入れるかと言う態度の変 

化にも左右されることが示された。

6. 商品属性アプロ一チの問題点

J . ランカスターやJ . ジ:C一 ムスの消費理論では，限られた予算内で効用を最大限享受するため 

の，複数商品の組み合わせの型を調整• 選択する合理的行動基準が示されている。そこでは無差別 

曲線とr効率的フロンティア」の接点が合理性の基準とされ，その点で購入•消費されるべきであ
(34)

ると想定される。第一の問題点はこの点に関して指摘される。すなわち商品の種類によっては，そ 

の組み合わせの自由度は限られたものでしかない場合もある。粉状，液状の形態をとり，あるいは 

固形物であっても需要の大きさに応じて取引量を加減できるような商品，たとえば粉石驗ゃ棒状石 

餘あるいは加工食品では，商品の組み合わせは連続的な調整ができる。しかし第3 節で例示した商 

品の多くは最良の点である接点には到達できず，次善の組み合わせで消費せざるをえない物も多い。

これまで用いてきた図においては，個々の商品の購入に際しての分割可能性の程度に応じて，「効 

率フロンティア」のコーナーで，あるいはフロンティア内部の非連続な点で次善の組み合わせにし 

たがって購入• 消費せざるを得ない状況として解釈できる。ただし発展途上国の市場を観察すれば， 

商品の取引単位量は明らかに先進工業国に比して小さいことが確認できる。その意味で，商品分割

注 （34) J. James, Consumer Choice in the Third World, (Macmillan 1986) p. 8., J. James, "Technoloerv, 

Products and Income Distribution: The Soap Market in Barbados," Appropriate Products, 

Employments, and Technology: Cace-Studies on Consumer Choice and Basic Needs in Developing 

Countries, ed. V. Ginneken & Christopher Baron, (Macmillan Press London, 1984), p. 181.
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性の面からの批判は，発展途上国の場合には割り引いて受け止められるべきであろう。

第二の問題点は，第四節で示したランカスター• モデルの前提2 , すなわち「商品属性は，すべ

ての消費者に同後に評価されうる客観的性格を有する」の，現実妥当性に関してである。モデルで

は，最良の点を選ぶ上でr効率フロンティア」の位置が重要であるが，これは各商品のベクトルの

位置によって決定される。その意味においてベクトルの位置を決定する商品属性の客観性が，現実

の場面へモデルを適用する際に再び問われなければならない。

この点に関してJ . ジェームスは，個々の消費者が頭に描く商品ベクトルの位置は，実際には後
(35)

々な原因によってそれぞれに異なることを唱えた。彼は商品に体化されている属性を評価するに当

たって，消費者の間にとれだけのrずれ」が生じているのか，詳しい分析をするとともに，消費者
(36)

による主観的評値と研究所による客観的評価の「ずれ」についても実誰研究を行っている。ずれの

原因については，一般的な商品に関する情報の不足が挙げられるが，これとは別に宣伝•広告によ

る意図的な情報の操作に注目するのである。とくに発展途上国市場の場合，大規模な近代工業は外

資との合弁によることが多く，それら合弁企業による自社製品の宣伝広告費用はかなりの額である
(37)

ことをテーマにした研究報告もある。

図—6

Cl X

注 （35) J. James, op. cit., (1984), p. 171.

( 3 6 )そのために商品属性の数を大幅に増やし，これを心理学の分野で開発されたマルチディメンジョナ 

ル . スケイリング法によって処理する。この方法で，商品を点，属性をベクトルでまし，商品ごとの 

属性を介した関係ばかりでなく，商品属性相互の関係をも視覚的に捉え， これによって商品属性の 

「主観的」認知の状況を図によって示している。具体例としてバルバドスにおける四種類のr石愈」 

を11の商品属性について「主観的」評価と「客観的」評倾を比較検討した。「主観的」認知としては， 

330の家計に対して，四種類それぞれの11の属性に関する評点（1〜7 ) を集め，他方「客観的」認知 

としては同じ項目について研究所による化学分析の結果を用意し，両者の間に隔のあることがすぐされ 

る。

(37J J. James, op. cit., Cnamp. 5.
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宣伝 • 広告による影響は，消費者が享受すろ効用水準にどのような形で現れるであろうか。この
(38)

ことを図一6 によって考察しよう。

いま宣伝• 広告のために消費者がはX 商品に属性G が現実よりも多く体化されているものと誤

った判断をしてしまうとしよう。すなわち実際にはA 点でX 商品を購入している消費者は，属性

G の同一レペルに止まりながらより多くの属性G を享受しているかの錯覚を覚えることになる。

この状況を図によって示せば，この消費者がは属性G をより多く含む商品として0 X を 0 X ’ と

錯覚し, 0 X '上のを最大可能購入量と誤解してしまう。そしてを効率フロンティアとし

たうえで無差別曲線との接点7\を最良の組み合わせと判断してしまうことになる。ア1 点が選ぱ

れている下ではF の消費量はO i? となるが，現実の両商品の関係においては，0 ? ?に対応するX 商

品の消費量は/?ア2 となり，したがって消費の組み合わせはA S 上の：T2点が実現していることに

なる。図から明らかなように， T 2点での消費から得られる効用の程度は，従前のア0 点における

それよりも低い。これが宣伝• 広告から発生する消費者の被る害である。このように消費者の商品

属性に関する評価は必ずしも客観的なものではなく，ランカスター• モデルを宣伝•広告効果が強

く現れる発展途上国にそのまま適用することの問題点が明らかにされた。発展途上国の場合にはこ

れに加え，まだ消費者の識字率も低く，このことが使用面での商品属性の評価を誤らせる原因にも 
(39)

なっているように思われる。

7. お わ り に

同様な機能を果たす代替可能な商品が市場に複数出回ることは，消費者にとって好ましいことで 

ある。消費者が各々の予算と嗜好に対応させて，より適切な商品の組み合わせを選択•消費するこ 

とによって自らの効用を引き上げるという可能性が広がると言う意味においてである。東アフリカ 

地域のいくつかの発展途上国の市場にも同一機能を果たす複数商品が併存して、るが，それらの間 

には品質と価格の両面で依然として大きな隔が見られ，商品間の代替可能性は極めて限られたもの 

でしかない。一方に輸入品の摸做商品が，他方に旧態依然たる伝統商品がある。この状況を改善す 

ベく何らかの積極的対応が試みられないかぎり，両者間の距離は広がりこそすれ縮まることは期待 

しにくい情勢にある。

このような堯展途上国の現状を把握し，それを踏まえての新しい工業方式を模索するために，こ 

こではJ . ランカスターの消費理論を援用した。第 5 節では需要面における二重性の減退過程と，

注 （38) J. James, op. cit., (1984), p. 169, Fig. 7.1.

( 3 9 )筆者のケニア農村における市場調査で得た印象でも，たとえば粉石鏡の使用說明書きは特殊用語が 

目立ち，説明文も長く，一般の村人には全てが理解されているとはとても思えなかった。図-6 の説 

明とは対称的な場合であり，このような享態が生ずる可能性は商品の種類や，当該発展途上国の一般 

消費者の教育水準等に依存している。説明書が理解されるか否かによって商品属性が活かされる程度 
に差が生じることは明らかである。
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『中間商品』のもたらす諸々の影響を考察するために，これらのモデルを応用して独自の解釈を与 

えるよう努めた。その結果，第 5 節でいくつかの示唆を得ことができたが，結局のところ理論的に 

解釈された零細. 中小規模工業育成政策が実効をもたらすか否かは，このような政策を施行する現 

地政府の能力に掛かっていると言う常識論を追認することになった。その点でこんにち東アフリ力 

各国政府が試みている「小規模工業開発機構」（SIDO) を中心に据えた工業化の新しい動きは興味 

深い。 またこれと並行してケニアで推進されて い る r ジュア力リ • ムープメント」（屋外で営まれて 

I 、る零細規模工業育成のための支援運動）は工業部門の底辺を構成している零細規模工業に重点を置く 

もので，今後の展開が期待される。た だ し 1990年8 月にいくつかのS ID O 業団地を訪問しま 

たジュワカリ運動の実情を探ってみると，掛け声が大きい割りには資金および技術面での手当てが 

十分でないという印象を受けた。各国政府が国内工業部門のあるがままを深刻に受け止め，ここで 

論じたように生産資源の再配分という『痛み』を伴う工業化の方向を敢えて選び，断行しないかぎ 

り.現状における貧困と低生産性によって特徴づけられる工業部門を改言することは難しいであろ 

ラ0

また既に述べたように，現在筆者はケニアとタンザニアにおいて，上述の観点から『中間商品』 

をめぐる需要面と供給面の実情調査を試みて'̂ 、る。たとえぱ村落および周辺都市の市場で取弓Iされ 

ている軽工業製品の範囲と品質を観察するとともに，それら商品に対する消費者の評価がどのよう 

なものであり，また彼らがどのような商品を求めているか等が調查項目である。また農村部の零細 

• 中小規模工業については，資金や外国為替の調達上の問題点，技術水準，市場等に関して聞き取 

り調査をすることによって，いっそう現実的な工業化政策の課題を探りつつある。今後はこれらの 

調査結果を踏まえて，ここで手掛かりとしたr商品属性アプローチ」にいっそうの改言を加え，近 

代的大規模工業優遇策から伝統的零細*中小規模工業見直し策へ転換すべきことの論拠をさらに確 

かなものにして行きたい。なお，本稿執筆にあたり，『清明会』からの支援を頂いた。 この場を借 

りて謝意を表したい。
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